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かわるものであればあるほど外国人がその国の経済に占める位置が高 く評価 される事にな り,
極端になると tフィリピン経済は外国人が支配する"とい う事になるのだと思 う｡
どの産業が戦略的か とい う問題を抜きにして,それではフィリピン企業のうちどの程度が外
国人の支配下にあるのだろうか｡経済全体については くわ しく分か らない｡外国企業について
官庁が資料を集め始めたのはここ数年の事で, その整理されたものは未発表である｡3'ただお





業に従事する事は禁 じられている｡ 卸売業についても同法律が適用されるか どうかについては
現在法廷で争われている｡ 結果は分か らないが,外国企業の進出には好ましか らざる分野であ




るが,彼 らは文化的 ･社会的には異質なグループとして存在 し,この観点に立てば彼 らを外国
人と見る事が出来る｡その立場か らすると,中国系フィリピン人が商業において重要なる位置
を占めているので,この分野は外国人によって支配されているとい う見方も出てくる｡5)




















で アメ リカ人は国民待遇を受け るので アメ 1)カ企業は鉱業に従事す ることが出来 る｡ それでは
現在鉱業におけ るアメ リカ企業の占め る割合は どの程度なのであろ うか｡
鉱業全体についてこの問題を究明す る事は出来なか -つたが,1968年の売上げを基準に して ト
ップ12社を選んで アメ リカ人の株の所有状況を調べてみた｡小 さな会社を入れ ると数十,ある
いは宙社を越えるか もLiLないが,外国投資が大会社に集中す るところか ら,大 きな会社に調
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(.判 :/:百万-くソ) た年































8.7 不明 1937 鉄 フィリピン(90)エリザルデ系列
注)国別所有の欄のカッコ内の数字はその国の1970年現在の株式所有のパーセントを示す｡
1968年 および 1969年 の売上げの トノブはア トラス ･コソソリデー ト社であ る｡ この会社は
ソリアノ系列に属 し, アメ リカ企業 とい う事が出来 る｡ もう一つのアメリカ企業はベ ンゲ ッ ト
･コソソリデー ト社で,売上げのランクは1968隼は第 4位,1969牛は第 5位であ る｡他の企業
に もアメ リカ資本が多少入 っているが,過半数を占め るものは上記 2才_L以外はない｡ベ ンゲ ッ
ト･コソソリデ- ト社をアメ リカ企業 と見 る事には問題はないと思えるが, ア トラス ･コソソ
リデー ト社の場合, ソリアノをアメ リカ人 と見るか どうかに少 し問題が残 る｡現在 ソリアノ財
閥はアン ドレとホ七 ･ソリアノの兄弟に よって運営 されている｡ 彼 らはスペイ ン系で第 2次大
戦中アメ リカへ行 きそ こで市民権を取 った｡彼 らは法律的にはアメ リカ人であ るが,文化 ･祉
会的にはフ ィリピン人 としての色彩が強い｡7) た とえ ソリアノをアメ リカ人 と見たとしても現

























こんなバク-ソを作 りだした要田は幾つもあると思 う｡ その第 1は,運賃等の理由で現地生
産のほうがむ くものである｡ コカコ-ラ,ペプシコーラなど原料を本国から送 り,水, ビン,
砂糖等は現地で調達したほ うが完成品を送るよりも安あが りなものである｡ 第 2は主原料が現
地にあ り,市場の大きさ,生産に必要な技術の トランスファーなどの観点から見た場合本国に
その原料を送 りまた完成品を送 り返すよりも現地で生産したほ うが安あが りなもの｡ コプラを
原料とした石鹸 ･洗剤煩およびタイヤ製造などはこの例である｡ 第 3は関税および輸入割当等














吉原 .'フィリピン経済 とナショナ 1)ズム
フィリピンの製造業に 従事 している外国企業の多 くは 第 2のパターンによって 代表される
が,中には第 1のパターンを反映するものもある｡ 製造業の定義は買い入れた部品あるいは原
料を加工ないし変形する経済活動であり,第 1のパ ターンでフィリピンに進出して得た原料を
加工 して本国に送る場合はその企業は製造業 とみなされる｡ それでは製造業における外国企業
の第1のパターンと第2のパターンを区別するものは何かというと,主な販売市場が国内か国
外かという事である｡
製造業全体において 外国企業の占める割合を 調べるのは 困難であったので, 時間の制約上
1968年に500万ペソ以上の売上げを持つ会社をサンプルにとりその中での外国企業を調べた｡















ある｡ 彼 らは本国の会社とは直接関係なく植民地時代か ら経営していたものか,あるいはフィ




産業別に見ると,製粉 ･飼料 ･セメント･肥料の分野には外国企業はない｡酒類 ･繊維の分
野に外国企業が若干あるが,その影響力は弱い｡酒類を作っている外国企業は中国人所有で,
























































外 国 企 業

































吉原 :フィリピン経済 とナS/ヨナ 1)ズム
国の子会社であ りミシン糸等を 製造 し, 他の 3社は 織維加工を行なっている｡ 4社 とも売上
げ,資本金,利潤率の点か ら見て良いとは言えない｡
外国企業はあるが子会社のない分野は砂糖 と建設資材である｡ 砂糖の五つの外国企業の内三
つはアメリカ企業で TheoDavis (FarEast) の系列にある｡ この会社は-ワイに本社があ
り,フイl)ピソ以外の国にも会社を持 -つているO この会社の性格ははっきりとはつかめないが




電気製品,自動車, ゴム製品 (タイヤ)である｡ 中でも石油精製の分野に国内会社はな く外国
企業の独占である｡ 飲料水の分野においては外国企業が売上げの90%を占めている｡ 製薬会社
14社の内外国企業が12社,国内企業 2社で外国企業の市場のシェアがETl倒的に見えるが,1968
年においてシェ7は 57%にすぎなか-)た｡ 理由は河内企業 2社の売上げが 非常に 多い事であ
る｡ 売上げの一番多いのは中国系フィリピン人所有の会社で, この分野での外国企業で売上げ
の一番多いものの 3倍もの売上げを 持つ｡ その次に 売上げの多いのも フ ィリピン企業である
浴,この売上げは外国企業の中で売上げ一番のものとだいたい同じくらいである｡ この会社は











リス トの言 う数は 2-3百万である.ll)しか し実際にはもっと少ないのではなかろうか｡また
ある報告によると,成年者40万,未成年者20万で華僑人 口計60万であ り,その内成年者の約 5

























している事から, JusSoliの原則を否定 している様に思える｡ しか し当時 フィリピンはアメ































































ち,かつそれを使 う意志のある条件はエ リー ト意識を持った人に帰化を限定 し,文化 ･社会-











(2) 憲法第14条 : 公益事業の国民化を意図しているもので,この分野に従事できるのほフ
ィリピン人あるいはフィリピン資本60%以上の会社に限定される｡25)























(4) 米および穀物産業の国民化法 : 1961年の初めか ら有効になった法律で,米および穀物
の加工および販売において外国人の活動を禁止 し,その内容は小売業とよく似ている｡



















27)Anti-DummyLaw (1936年 C.A.No.108とそれを修正した1947年の R.A.134)｡
28)ビン･-ルナソデス事件｡










































でフィリピンは アメリカの支配下にあったが, アメリカ国内で 植民地反対の動きが 強 くなり







きな被害をこうむった｡戦争被害総額約8億 ドルで,内訳は公共資産2億 ドル,カ トリック教










量規制を行なう｡ 砂糖もこの中に含まれる｡ 第3に為替 レー トの変更の自由をフィリピンは持
たない｡第4に経済活動においてアメリカ人は国民待遇を受ける事,が主な内容である｡



















































に も述べたが 一般に 卸売業と思われるものまでも含まれている｡ この解釈は L小売業国民化






標を持つカリフォルニア ･パッキング社と ドー ル社が ミンダナオでプランテーションを経営 し
ている｡ ドール社は-ワイに本拠を持つカースル ･クック社の子会社で1963年フィリピンに設
立され,た｡同社は国有開発会社か ら8,00O-クタールの土地を借 E)営業を行なっている｡ この
国有開発会社とド-ル社との賃貸借契約の合法性を Iニヤダ上院議員が最高裁で問題に Lてい
る｡ 問題になっているのは,憲法13条と会社法において私企業が1,024-クタール以上の土地






反感を持っている一つのグループは アメリカ企業を 競争相手に 持っているフィリピン人で
ある｡ アメリカ企業は一般に資本 ･技術 ･マネージメントにおいて国内企業よりす ぐれ,おう
お うに して国内企業の売上げをおびやかす｡
他のグル-プは フィリピンのイソテ l)である｡ 反感の 理由はは-)き()言い 表わせない力､こ,
｢~社会正義｣ とい う概念で要約される漠然とした感情によるものである｡ 表3はフィリピン製
造工業における トノブ254社の国内 ･外国企業別の払込資本の利潤率を示 している｡ これによ
ると外国企業は国内企業の数倍の利潤率をあげている｡ 前にも述べたようにこの企業の大多数





表3 利 潤 率 の 分 布





















































平均(median) 32.8% 21.8% 8.7% 9.7%




利潤率が妥当なものであるか どうかを決める客観的なものはない｡ しかしナショナ リス トは外










































生産しそれだけ外貨の流出を防 ぐ意図のものであったが,輸入代替産業の原料 ･部品 等の輸入
依存度は高 く, この工業化政策は 国際収支改善にはあまり役立たず, むしろそれを悪化させ
た｡34) 1960年の調査では1ペソの国内付加価値を作るのに0.75ペソの輸入財を必要とした｡し















う考えそのものがナショナ リズムと結びついている｡ 輸入代替産業育成には 保護が 必要であ
り,その支持者は自由貿易論者ではない｡産業を保護し成長後競争させるという事の理論的根
























吉J京 :フィリピン経済 とナシ ョナ リズム
ず技術の導入,技術者の養成,外国市場 との取引の増大 とい う点で大 きな役割を果たす｡また
自由貿易は生産手段の分配の最適化および消費者の福祉を高めるのみな らず,別 の観点か らは
外国市場での販売は市場を拡大 し大量生産か ら来るコス ト低下とい う役割をも果たす｡
それではナシ ョナ リズムは感傷的なものにす ぎず,それが強ければ強いほど経済の成長を遅
らせる浪費にす ぎないのであろうか｡
ミュルダ-ルによれば36),自由貿易のメリットを受け られるのは国造 りの出来た国で,その
理論は長い植民地時代を経た多 くの後進国に理屈どお りには適用できない｡それ らの国々は国
際経済にまき込まれ外国の影響を強 く受ける事によって自分を見失 ってしまう｡ 従 ってある程
度の保護が必要であ り,極端になると鎖国する事によって文化的にユニークな国とな りうる｡
政治的には独立 しているが 文化的には 外国の植民地である状態は 独立国としては 望 ましくな
く, 国造 りをやるためにはナショナ リズムが必 要 であるとい うのが ミュルダールの見解 であ
る｡
しか しフィリピンなど現在の後進国の悩みは,国造 りのためにナショナ 1)ズムが必要である
としても,そのために当分経済成長が犠牲になるとい うところにある｡ 国造 りは簡単にできる
ものではな く,現在の先進国と呼ばれる国々も何百年 とかけてゆっくりとしたペースで曲折を
経てや りとげたものである｡ これか らの時代に何百年は必要ではないだろうが長い期間を必要
とする事は確かである｡ しか しその間に人 口は増 大 し失業者は増 し,栄養が充分でないため身
体の健全な発育ははばまれ経済問題は深刻化する可能性がある｡ ナショナ リズムと経済発展は
本来相反するものではないか もしれないが,前者の後者に与える影響は現在の多 くの国につい
てみる限 り少な くとも短期的にはマイナスである｡ ここに,深刻化する経祈問題の中でナショ
ナ リズムを国造 りのために必要 とするフ ィリピンなど後進国の悲劇がある｡
36)EconomicNationalism andInternationalism (Melbourne.Australian InstituteofInternational
Affairs,1957).
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